





























り扱いは,赤 ・橙 ・黄 ・緑 ・青 ・紫の6色
およびそれに白もしくは黒を混色してえら
れる12色よりなる色図,および赤 ・黄 ・青


















































































た。委員長は中村清二,矢 野,和 田 もメ
ンバーであった。標準化審議の過程では,
矢野案(オ ス トワル ド)一和 田案(マ ン
セル)と 対立があったが,昭 和18年,11
段 階 よ りなる 「無彩色標準色票 」(亅ES
化学0502,なおJESは亅ISの前身)が 制
定 された。 『色彩指導用掛図』の明度11
段階は,こ れに準拠 した もの。
4)「色彩教育研究協議会」
和田のほか8名 で構成 された色彩教育研
究団体,活 動 は昭和13年か ら15年まで。
5)軍 事技術 としての迷彩の研究
昭和15年頃より陸軍航空技術本部 「軍用
機 の迷彩」,陸軍技術本部 「地上 移動兵




枯草色(形 態破壊色)が 制定 された。
4.お わ りに




化の観点か らみれば,戦 前 ・戦後を通 じ最
も徹底 した内容であったといえる。 しか し
その狙いは,感 性 をみが き,豊 かな創造力
をは ぐくむというよ り,戦時下 にあって,
国民の国防意識高揚 にあ ったことはいなめ
ない。『エノホン』 と併用 され た 「色彩指
導用掛図』編纂趣 旨(『エノホン』教師用)
の第1項 には,色 彩知識が産業や国防に適
正に応用されるべ きことがうたわれている。
(おがた・こうじ 夙川学院短期大学)
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